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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

大
船
渡
市
は
、
岩
手
県
南
東
部
に
位

置
し
、
Ｖ
字
型
あ
る
い
は
Ｕ
字
型
の
奥

行
き
の
深
い
大
船
渡
湾
、
綾り
ょ
う
り
わ
ん

里
湾
、
越お

喜き
ら
い
わ
ん

来
湾
、
吉
浜
湾
を
有
し
、
急
峻
な
山

地
が
海
岸
線
ま
で
迫
る
典
型
的
な
リ
ア

ス
海
岸
で
、
碁
石
海
岸
を
は
じ
め
変
化

に
富
ん
だ
景
観
と
海
・山
の
豊
か
な
自
然

資
源
に
恵
ま
れ
た
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

古
く
は
農
業
と
漁
業
を
生な
り
わ
い業

と
し
て

き
ま
し
た
が
、
明
治
14
年
の
軍
艦「
雷

電
」
の
入
港
を
機
に
、
大
船
渡
湾
の
港

と
し
て
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
27
年
に
２
町
５
カ
村
が
合
併

し
て
大
船
渡
市
が
誕
生
し
、
臨
海
型
工

業
都
市
の
形
成
を
目
指
し
て
積
極
的
に

工
業
導
入
が
図
ら
れ
、
セ
メ
ン
ト
産
業

な
ど
が
発
展
す
る
と
と
も
に
、
水
産
加

工
業
も
盛
ん
に
営
ま
れ
、
工
業
・
水
産

業
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
13
年
に
は
、
第
１
次
産
業
が

盛
ん
な
三
陸
町
と
の
合
併
に
よ
り
、

「
海
と
港
」
と
と
も
に
発
展
す
る
ま
ち

新
生
・
大
船
渡
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
海
と
港
」を
生
か
し
た 

ま
ち
づ
く
り

　

黒
潮
と
親
潮
が
ぶ
つ
か
り
合
う
世
界

有
数
の
三
陸
漁
場
に
面
す
る
本
市
で

は
、
全
国
で
も
有
数
の
水
揚
げ
を
誇
る

サ
ン
マ
を
は
じ
め
、
サ
ケ
、
イ
カ
、
サ

バ
な
ど
の
魚
介
類
が
年
間
を
通
じ
て
水

揚
げ
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
岸
海
域
で
は
、
リ
ア
ス
海

岸
の
静
穏
性
を
生
か
し
た
養
殖
漁
業
が

営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
が
広
が
る
三
陸
海
岸

は
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
地
と
し
て

も
注
目
さ
れ
、
大
船
渡
港
に
は
、
例
年
、

日
本
最
大
の
客
船「
飛
鳥
Ⅱ
」
を
は
じ

め
と
す
る
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
寄
港
し
ま

す
。
乗
船
客
か
ら
は
、
市
民
の
心
の
こ

も
っ
た
手
づ
く
り
の
歓
迎
や
触
れ
合
い

が
大
変
好
評
で
、
毎
年
多
く
の
リ
ピ
ー

タ
ー
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

大
船
渡
港
は
、
岩
手
県
内
の
４
重
要

港
湾
の
う
ち
唯
一
国
か
ら
重
点
港
湾
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
京
浜
港
と
結
ぶ
国

際
フ
ィ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
が

開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生

　

私
は
、
平
成
22
年
12
月
に
第
９
代
市

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
各
種
施
策
を
始

動
し
た
矢
先
の
平
成
23
年
３
月
11
日
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
本

市
は
震
度
６
弱
の
大
地
震
と
11
ｍ
を
超

え
る
大
津
波
に
よ
り
、死
者
・
行
方
不
明

者
４
１
９
人
、
建
物
被
害
５
５
８
１
世

帯
な
ど
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

被
災
後
直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
情
報
収
集
や
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
、
応
急
対
応
に
奔
走
し
ま
し

震
災
に
負
け
ず

市
民
と
と
も
に
創
る
大
船
渡
の
未
来

大お

お

ふ

な

と

船
渡
市（
岩
手
県
）�
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た
。
過
酷
な
状
況
の
中
で
、
市
民
は
互

い
に
助
け
合
い
、
消
防
職
・
団
員
を
は

じ
め
、
多
く
の
方
々
が
懸
命
に
救
援
・

救
助
活
動
に
当
た
り
、
誰
も
が
協
力
し

合
う
姿
に
人
々
の
持
つ
底
力
を
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
各

国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
に
耐
え
ま
せ

ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

震
災
に
負
け
ず
、 

創
造
的
復
興
へ
の
挑
戦

　

平
成
23
年
10
月
、
市
民
や
各
種
団
体

な
ど
多
く
の
人
々
の
参
画
の
下「
大
船

渡
市
復
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
被
災
者
の
生
活
・
住
宅
再
建

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧
と
と
も

に
、災
害
を
機
に
生
活
基
盤
や
産
業
・
都

市
基
盤
な
ど
の
在
り
方
を
創
造
的
に
見

直
す「
創
造
的
復
興
」
を
推
進
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
復
興
計
画
の
約

２
６
０
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
こ

れ
ま
で
に
約
７
割
が
完
了
、
ま
た
は
当

初
の
目
的
を
達
成
し
、
残
り
の
約
３
割

も
ほ
と
ん
ど
が
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。

　

市
内
経
済
は
、
公
共
事
業
中
心
の
復

興
需
要
で
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
が
、

需
要
収
束
を
見
据
え
、
今
の
好
調
な
経

済
を
維
持
す
る
た
め
、
民
間
主
導
の
実

力
経
済
へ
の
円
滑
な
移
行
が
不
可
欠
と

考
え
、
官
民
連
携
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

被
災
し
た
中
心
市
街
地
で
あ
る
大
船

渡
駅
周
辺
地
区
を
広
域
的
な
商
業
・
観

光
の
拠
点
と
し
て
再
生
を
図
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
会
社「
キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船

渡
」
を
官
民
の
出
資
で
設
立
し
、
商
業

者
な
ど
と
連
携
し
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
事
業
や
産
業
を
創
出
し
、
将

来
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
起

業
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
新
た

に
起
業
支
援
室
を
設
置
し
、
経
済
同
友

会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
東
北
未
来
創
造
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
や
岩
手
大
学
と
連
携
し
な

が
ら
、「
未
来
創
造
塾
」に
よ
り
、
若
者

を
対
象
に
起
業
家
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た

め
、「
大
船
渡
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策

定
し
、
多
様
な「
資
源
」
の
有
機
的
な

連
携
に
よ
る
観
光
客
の
誘
致
な
ど
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に
…
創
造
的
復
興 

か
ら
地
方
創
生
へ

　

２
年
前
、
私
は
市
長
第
２
期
目
の
就

任
に
当
た
り
、「
内
外
に
山
積
す
る
多

様
な
地
域
課
題
の
克
服
に
挑
戦
し
、
地

域
産
業
を
活
性
化
し
て
市
民
所
得
の
向

上
と
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
全
力
を
尽

く
す
」
こ
と
を
市
政
目
標
に
、
創
造
的

復
興
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
、
保
健
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
、
産
業
振
興
、
教
育

な
ど
10
の
総
合
的
政
策
を
掲
げ
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
政
策
も
復
興
と
歩
み
を

同
じ
く
し
て
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
掛
け
る
こ
と
は
行
政
だ
け
で

実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民
、

各
種
団
体
、
企
業
な
ど
の
総
力
を
結
集

し
た「
オ
ー
ル
大
船
渡
」
で
当
た
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
震
災
復
興
で
は

ぐ
く
ま
れ
た
絆
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
な
が
ら
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

一
層
推
進
す
べ
く
地
域
課
題
の
克
服
に

挑
戦
し
続
け
ま
す
。

◆ 

面
積　
　

３
２
２
・
50
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
７
７
３
４
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
４
７
９
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
と
も
に
創
る　

三
陸
の
地

に
輝
き
躍
動
す
る
ま
ち　

大
船
渡

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
リ
ア
ス
海
岸
の
景
勝
地
・

碁
石
海
岸
や
三
陸
沿
岸
最
高
峰
の
五
葉
山
、

天
然
の
良
港
大
船
渡
港
な
ど
風
光
明
媚
な

ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
13
年
11
月
15
日
、
三

陸
町
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕
サ
ン
マ
、カ
キ
、ウ
ニ
、ホ
タ
テ
、

ワ
カ
メ
、
紫
雲
石
硯
、
こ
ろ
柿
、
か
も
め
の

玉
子
、
エ
イ
サ
ク
飴

〔
観
光
〕
碁
石
海
岸
、
世
界
の
椿
館
・
碁
石
、

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
っ
こ
五
葉
温
泉
、
遊
・

Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
亭
夏
虫
、
道
の
駅
「
さ
ん
り
く
」

〔
イ
ベ
ン
ト
〕碁
石
海
岸
観
光
ま
つ
り
、三
陸
・

大
船
渡
夏
ま
つ
り
、
盛
町
灯
ろ
う
七
夕
ま
つ

り
、
三
陸
大
船
渡
さ
ん
ま
ま
つ
り
、
三
陸
・

大
船
渡
つ
ば
き
ま
つ
り

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

大船渡市長

戸田公明

盛岡市

大船渡市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

桶
川
市
は
、
人
口
約
７
万
５
０
０
０

人
、
総
面
積
25
・
35
㎢
で
埼
玉
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
す
る
ま
ち
で
す
。

　

古
く
は
、
江
戸
か
ら
10
里
、
中
山
道

６
番
目
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
江
戸

時
代
後
期
に
は
、
米
や
麦
、
紅
花
な
ど

農
産
物
の
集
散
地
と
し
て
大
変
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。特
に
紅
花
は
、「
桶
川
臙え
ん
じ脂

」

と
し
て
、
山
形
の「
最
上
紅
花
」に
次
い

で
全
国
２
番
目
の
生
産
量
を
誇
り
、
最

上
地
方
で
は
、
７
月
に
収
穫
す
る
の
に

対
し
、
気
候
が
温
暖
な
桶
川
で
は
一
足

早
い
６
月
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
、「
早
庭（
場
）も
の
」と
も
呼
ば
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
昭
和
30
年
に
桶
川
町
と
加

納
村
、
川
田
谷
村
が
合
併
し
、
昭
和
45

年
に
県
下
31
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。市
制
施
行
後
は
、土
地
区
画
整

理
事
業
を
中
心
と
し
た
都
市
基
盤
整
備

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
都
心
か
ら
40
㎞
圏

内
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
東
京
方
面
へ

の
通
勤・通
学
に
便
利
な
首
都
圏
近
郊
の

住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
は 

元
気
な
市
役
所
か
ら

　

平
成
25
年
４
月
の
市
長
就
任
の
際
、

「
元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
桶
川
を
元
気

に
す
る
44
の
宣
言
」を
掲
げ
、喫
緊
の
課

題
の
対
応
プ
ラ
ス
、将
来
へ
の
投
資
的
事

業
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
に
は
、

市
役
所
が
元
気
に
な
ら
な
く
て
は
、
と

の
思
い
か
ら「
庁
内
あ
い
さ
つ
運
動
」や

「
各
課
朝
礼
の
実
践
」な
ど
、
す
ぐ
に
取

り
組
め
る
こ
と
は
、
即
実
践
す
る
体
制

を
整
え
ま
し
た
。
朝
礼
で
は
、あ
い
さ
つ

の
発
声
に
続
き「
市
民
の
声
を
聴
く
と

き
の
基
本
姿
勢
」の
唱
和
を
行
い
ま
す
。

①「
謙
虚
に
市
民
の
声
を
聴
き
ま
す
」

②「
で
き
る
理
由
を
考
え
ま
す
」

③�「
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
！
今
や
り
ま
す
！
」

④「
学
び
続
け
ま
す
」

　

こ
の
こ
と
を
実
践
し
て
か
ら
、
最
近

で
は
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら「
市
役
所
の

職
員
が
明
る
く
声
を
掛
け
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」と
の
お
声
を
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

首
都
圏
の
交
通
結
節
点
と
し
て 

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
ま
ち

　

市
制
施
行
45
周
年
を
迎
え
た
平
成
27

年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
の

「
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
」に
加
え
、
東
海
道

線
と
の
相
互
直
通
運
転
と
な
る「
上
野

東
京
ラ
イ
ン
」が
開
通
し
、
通
勤
・
通
学

な
ど
で
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
の

利
便
性
が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
に
、
圏
央
道

（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）の
埼
玉

県
内
全
区
間
が
開
通
し
、
桶
川
北
本
Ｉ

Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）に
続
き
、
桶

川
加
納
Ｉ
Ｃ
と
２
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
開
通
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
年
４

月
に
は
、
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
と
上
尾
道
路

が
接
続
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、全
国
の
高

速
道
路
と
首
都
圏
を
結
ぶ
交
通
結
節
点

と
し
て
、ま
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
ま

る
と
同
時
に
交
通
利
便
性
が
飛
躍
的
に

向
上
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、こ
の
７
月
に

Ｊ
Ｒ
桶
川
駅
西
口
か
ら
、
羽
田
空
港
行

元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち　

お
け
が
わ

桶お
け
が
わ川
市（
埼
玉
県
）�

 

桶
川
市
長
　
小お

の野
克か

つ
の
り典

都心環状線

常
磐
道

東関道

中央環状線

路
道
尾
上桶川北本IC

桶川加納IC

外環道

圏央道
東北道関越道

中央道

東名
高速

第
三
京
浜

路
道
岸
湾

道
山
館

東京湾
アクアライン

関東道路網イメージ図

2
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き
の
高
速
バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ
れ
る

な
ど
、地
の
利
を
生
か
し
た
、便
利
な
ま

ち
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

O
K

EG
A

W
A

 hon

プ
ラ
ス+ 

〜 
官
民
連
携
に
よ
る 

知
の
交
流
拠
点
〜

　

平
成
26
年
に
は
大
型
商
業
施
設「
ベ

ニ
バ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
さ

ら
に
、
平
成
27
年
10
月
に
は
、
駅
西
口

商
業
施
設「
パ
ト
リ
ア
桶
川
」
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、大

型
書
店
・
市
立
図
書
館
・
カ
フ
ェ・
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
施
設
・
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
た「O

K
EGA

W
A
�

hon

プ
ラ
ス+

（
オ
ケ
ガ
ワ
ホ
ン
プ
ラ
ス
）」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
知
の
交
流
拠
点
」と
位
置
付
け
ら
れ

た
当
施
設
で
は
、
官
民
連
携
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
行

わ
れ
、
中
心
市
街
地
の

新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出

と
活
性
化
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

今
、
飛
躍
の
時 

〜 

持
続
可
能
な
ま
ち

を
目
指
し
て
〜

　

本
市
は
、
首
都
圏
近

郊
の
良
好
な
住
宅
都
市

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、

市
で
は
将
来
へ
の
投
資
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
次
に
掲
げ
る
各
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

①�

平
成
30
年
５
月
の
開
庁
を
予
定
し
て

い
る
、ま
ち
の
防
災
拠
点
を
担
う「
新

庁
舎
建
設
事
業
」

②�

ま
ち
の
玄
関
口
と
な
る「
桶
川
駅
東

口
整
備
事
業
」

③�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
、
観
光
総
合
窓

口
、
産
業
振
興
、
広
域
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
有
す
る「（
仮
称
）道

の
駅
お
け
が
わ
整
備
事
業
」

④�

戦
時
中
の
一
群
の
建
物
が
現
存
す
る

全
国
的
に
も
貴
重
な
戦
争
遺
構「
旧

熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教
場
整

備
事
業
」

⑤�

民
間
活
力
を
導
入
し
た
地
域
拠
点
の

形
成「
坂
田
地
区
公
共
施
設
等
整
備

事
業
」

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、
今
後
も

持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

お
わ
り
に 

〜 

誰
も
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
〜

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

本
市
で
は
誰
も
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
活
躍

で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、「
健
康
長
寿
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
が
、
市
の
実
施
す
る
健

康
診
断
や
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、い
ろ
い

ろ
な
グ
ッ
ズ
や
商
品
と
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
る「
健
康
長
寿
い
き
い
き
ポ
イ
ン

ト
事
業
」を
は
じ
め
と
し
て
、「
公
園
へ

の
健
康
遊
具
の
設
置
」「
い
き
い
き
健
康

農
園
の
整
備
」「
オ
ケ
ち
ゃ
ん
健
康
体
操

の
普
及
」な
ど
、高
齢
者
の
方
の
社
会
参

加
や
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
を

促
す
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、本
市
の
将
来
像
で
あ
る「
み

ん
な
で　

つ
く
り　

育
む　

活
気
あ
ふ

れ
る
交
流
拠
点
都
市　

お
け
が
わ
」の

実
現
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成27年10月にオープンした「OKEGAWA honプラス+」

◆ 

面
積　
　

25
・
35
㎢

◆ 

人
口　
　

７
万
５
１
５
２
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
１
３
２
１
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
み
ん
な
で　

つ
く
り　

育

む　

活
気
あ
ふ
れ
る
交
流
拠
点
都
市　

お
け

が
わ

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
た
歴
史
を
持
ち
な
が
ら
、
現
在
は
圏
央

道
の
２
つ
の
Ｉ
Ｃ
を
有
す
る
全
国
と
首
都
圏

を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
ま
ち

〔
特
産
品
〕
べ
に
花
、
紅
花
う
ど
ん
・
そ
ば
、

甘
露
醤
油
、
和
菓
子
・
紅
花
染
め
な
ど
の
べ

に
花
関
連
商
品

〔
観
光
〕
城
山
公
園
、
桶
川
市
子
ど
も
公
園

わ
ん
ぱ
く
村
、桶
川
市
べ
に
花
ふ
る
さ
と
館
、

中
山
道
宿
場
館
、旧
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校（
現

在
調
査
の
た
め
解
体
中
）、ホ
ン
ダ
エ
ア
ポ
ー

ト
な
ど

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
べ
に
花
ま
つ
り
、
桶
川
市
民
ま

つ
り
、
桶
川
祇
園
祭
、
お
け
が
わ
春
の
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
、
篠
津
さ
く
ら
ま
つ
り
な
ど

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

桶川市長

小野克典

さいたま市

桶川市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

和
歌
山
市
は
、
徳
川
御
三
家
の
一
つ
、

紀
州
藩
55
万
５
０
０
０
石
の
城
下
町
と

し
て
栄
え
、
悠
々
と
流
れ
る
紀
の
川
や

和
歌
の
浦
・
加
太
な
ど
の
海
岸
美
、
豊

か
な
緑
を
た
た
え
た
山
々
な
ど
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
と
万
葉
の
時
代
か
ら
つ
な

が
る
歴
史
文
化
を
兼
ね
備
え
た
ま
ち

で
す
。

　

本
市
は
、
明
治
22
年
４
月
１
日
に
市

制
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
和
歌
山
県
の

県
都
と
し
て
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、関
西
国
際
空
港
ま
で
約
30
分
と「
世

界
」に
近
い
中
核
市
で
も
あ
り
ま
す
。

吉
宗
の
生
ま
れ
故
郷 

「
和
歌
山
市
」

　

本
市
は
、
享
保
の
改
革
な
ど
で
知
ら

れ
る
江
戸
幕
府
８
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の

生
ま
れ
故
郷
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
市

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ゆ
か
り
の
地
が
あ
り

ま
す
。
当
時
の
風
習
で
、
厄
年
に
生
ま

れ
た
吉
宗
の
健
康
を
願
っ
て
捨
て
ら
れ

た
と
い
う
逸
話
が
あ
り
、
そ
の
吉
宗
を

拾
い
上
げ
て
厄
を
は
ら
っ
た
の
が
本
市

に
あ
る
刺さ
す
た
ひ
こ
じ
ん
じ
ゃ

田
比
古
神
社
の
宮
司
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
吉
宗
は
、
そ
の
後
、

強
運
を
得
て
、
異
例
の
出
世
を
し
た
こ

と
か
ら
、
刺
田
比
古
神
社
は
、「
出
世
・

開
運
・
厄
除
け
」の
神
社
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
も
生
誕
の
地
、
報
恩
寺
、

紀
州
東
照
宮
な
ど
ゆ
か
り
の
地
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
一
番
の
お
す
す
め

は
吉
宗
が
紀
州
徳
川
家
５
代
藩
主
と
し

て
城
主
を
務
め
た
和
歌
山
城
で
す
。
残

念
な
が
ら
現
在
の
天
守
閣
は
当
時
の
も

の
で
は
な
く
、
戦
火
に
よ
り
焼
失
し
た

後
に
市
民
の
寄
付
な
ど
に
よ
り
再
建
さ

れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
市
街
地
の

中
心
に
あ
る
虎と
ら
ふ
す
や
ま

伏
山
に
そ
び
え
立
つ
姿

は
壮
観
で
、
頂
上
か
ら
３
６
０
度
見
渡

せ
る
景
色
は
見
応
え
十
分
で
す
。
な
お
、

和
歌
山
城
は「
日
本
の
名
城
１
０
０
選
」

に
選
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
姫
路

城
、
松
山
城
と
並
ん
で
、
日
本
三
大
連

立
式
平
山
城
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
城
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る

取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
は
、
和
歌
山
城
と
郷
土
の
人
物
に
つ

い
て
の
歴
史
展
示
室
、
観
光
案
内
所
、

観
光
土
産
品
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た

「
わ
か
や
ま
歴
史
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
ま
た
、
大
奥
と
い
え
ば
江
戸

城
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
和
歌
山
城
に
も
か
つ
て
大

奥
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
大
奥

の
復
元
に
向
け
た
和
歌
山
城
整
備
計
画

の
見
直
し
や
吉
宗
が
捨
て
ら
れ
た
と
さ

れ
る
扇
の
芝
の
復
元
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

吉
宗
将
軍
就
任
３
０
０
年

　

さ
て
、
本
年
は
徳
川
吉
宗
が
将
軍
に

就
任
し
て
か
ら
３
０
０
年
に
な
り
ま

す
。
吉
宗
と
い
え
ば
質
素
倹
約
の
励
行

や
目
安
箱
の
設
置
な
ど
で
有
名
で
す

が
、
こ
の
ほ
か
に
も
後
世
に
残
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

吉
宗
は
飛
鳥
山
や
隅
田
川
堤
な
ど
へ
の

桜
の
植
樹
を
行
い
、
花
見
の
風
習
を
広

め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い

ろ
は
組
な
ど
で
知
ら
れ
る
江
戸
の
町
火

消
を
制
度
化
し
た
の
も
吉
宗
で
、
現
在

の
消
防
団
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
宗
の
ふ
る
さ
と
和
歌
山
市
と
し
て

は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
絶
好
の
機

吉
宗
将
軍
就
任
３
０
０
年
を
き
っ
か
け
に
し
た

歴
史
と
文
化
が
薫
る
ま
ち
づ
く
り

和わ

か

や

ま

歌
山
市（
和
歌
山
県
）�

 

和
歌
山
市
長
　
尾お

ば

な花
正ま

さ
ひ
ろ啓

江戸幕府8代将軍を務めた「徳川吉宗公之像」
3
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会
と
と
ら
え
、「
吉
宗
将
軍
就
任
３
０
０

年
記
念
事
業
」
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、
う
ま
く
本
市

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
商
品
や
イ
ベ
ン
ト

ポ
ス
タ
ー
に
使
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
誰
で
も
自
由
に
使
え
る
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
連
携
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
な
ど
、
地

域
と
と
も
に
盛
り
上
げ
る
仕
組
み
を
考

え
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
の
販
売
や
博
物
館

で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
９
月
に
は
、
吉
宗
が
東
京
赤
坂

に
造
営
を
指
示
し
た
赤
坂
氷
川
神
社
と

連
携
し
、神
社
例
大
祭
に
お
い
て
、本
市

で
約
４
０
０
年
続
く「
和
歌
祭
」の
行
列

を
派
遣
す
る
な
ど
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ

に
も
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

吉
宗
が
将
軍
に
就
任
し
た
の
は
新
暦

で
い
う
と
９
月
28
日
と
な
り
ま
す
。
そ

の
周
辺
を「
吉
宗
ウ
ィ
ー
ク
」
と
位
置

付
け
、
吉
宗
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
本
市
を

訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

　

本
市
は
、
吉
宗
の
ほ
か
に
も
南
方
熊

楠
、
松
下
幸
之
助
、
有
吉
佐
和
子
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
偉
人
先
人
を
輩
出
し
て
き

ま
し
た
。
吉
宗
将
軍
就
任
３
０
０
年

は
、
県
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
に
歴
史
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
和
歌
山
城
を
中
心
と
し

て
、
数
々
の
偉
人
を
生
み
出
し
た
本
市

の
歴
史
と
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
、
本
市
に
は
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
第

二
阪
和
国
道
と
京
奈
和
自
動
車
道
が
本

市
ま
で
開
通
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
交

通
環
境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
す
。
観

光
面
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
よ

り
外
国
人
宿
泊
者
数
は
こ
こ
４
年
で
約

18
倍
に
増
加
す
る
な
ど
、
関
西
国
際
空

港
か
ら
近
い
メ
リ
ッ
ト
が
形
に
な
っ
て

表
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
会
館
、

市
民
図
書
館
の
耐
震
化
や
老
朽
化
に
よ

る
ま
ち
な
か
公
共
施
設
の
再
編
、
小
中

一
貫
校
の
設
置
に
よ
る
小
中
学
校
跡
地

へ
の
大
学
誘
致
な
ど
、
ま
ち
な
か
に
に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
絶
好
の
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
反
面
、
今
後
は
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、

社
会
保
障
の
負
担
も
増
大
し
て
い
く
こ

と
か
ら
、
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
も
あ

り
ま
す
。
自
治
体
と
し
て
社
会
保
障
な

ど
を
安
定
的
に
提
供
し
、
圏
域
を
支
え

る
県
都
と
し
て
の
都
市
機
能
を
維
持
す

る
た
め
に
も
、「
今
す
ぐ
や
ら
ね
ば
！
」

の
決
意
の
下
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
り
ま
す
。

日本三大連立式平山城の一つ「和歌山城」

◆ 

面
積　
　

２
０
８
・
84
㎢

◆ 

人
口　
　

37
万
３
９
６
１
人

◆ 

世
帯
数　

17
万
２
５
２
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
き
ら
り
輝
く　

元
気
和
歌

山
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
紀
伊
半
島
の
北
西
部
に
位

置
す
る
豊
か
な
自
然
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま

れ
た
歴
史
と
文
化
が
薫
る
城
下
町

〔
特
産
品
〕
新
生
姜
、
大
根
、
タ
ケ
ノ
コ
、

加
太
の
タ
イ
、
し
ら
す
、
ア
シ
ア
カ
エ
ビ
、

和
歌
山
ラ
ー
メ
ン
、
茶
が
ゆ

〔
観
光
〕
和
歌
山
城
、
友
ヶ
島
、
和
歌
の
浦
、

和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
、
和
歌
山
電
鐵
貴

志
川
線
（
ネ
コ
の
駅
長
）、
岩
橋
千
塚
古
墳
群

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
桜
ま
つ
り
、
和
歌
祭
、
紀
州

お
ど
り
「
ぶ
ん
だ
ら
節
」、
お
ど
る
ん
や

〜
紀
州
よ
さ
こ
い
祭
り
〜
、
港
ま
つ
り
花
火

大
会
、
食
祭
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
、
和
歌
浦

ベ
イ
マ
ラ
ソ
ンw

ith

ジ
ャ
ズ

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

和歌山市長

尾花正啓

和歌山市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

石
垣
市
は
、
沖
縄
本
島
か
ら
南
西
約

４
５
０
㎞
に
位
置
し
、
石
垣
島
と
尖
閣

諸
島
を
行
政
区
域
と
す
る
日
本
最
南
端

の
自
然
文
化
都
市
で
す
。
沖
縄
県
内
最

高
峰
の
於お
も
と
だ
け

茂
登
岳
を
中
心
に
、
八
重
に

連
な
る
山
々
を
背
に
し
て
、
南
に
は
平

坦
地
が
広
が
り
、
四
方
に
は
河
川
が
流

れ
、
湾
岸
、
岬
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境

が
さ
ま
ざ
ま
な
風
景
を
織
り
な
し
て
い

ま
す
。

　

昭
和
22
年
に
市
制
を
施
行
し
て
69
年

目
を
迎
え
る
今
日
、
空
港
、
港
湾
の
整

備
、
南ぱ
い

ぬ
島
石
垣
空
港
の
開
港
を
機
に

増
加
す
る
観
光
客
や
、
ク
ル
ー
ズ
船
の

入
港
に
よ
る
海
外
か
ら
の
入
域
客
数
の

増
加
な
ど
国
内
外
か
ら
の
注
目
も
高

く
、
マ
リ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
国
内
エ
リ
ア

部
門
に
お
い
て
は
、
14
年
連
続
１
位
を

獲
得
し
て
お
り
ま
す
。

島
の
自
然
環
境
を
守
り
生
か
す

「
い
し
が
き
」を
目
指
し
て

　

本
市
に
は
、
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な

自
然
が
あ
り
ま
す
。
国
内
最
大
の
サ
ン

ゴ
礁
海
域
で
あ
る
石
西
礁
湖
は
東
西
約

20
㎞
、
南
北
約
15
㎞
に
わ
た
っ
て
広

が
っ
て
お
り
、陸
域
、海
域
と
も
に
貴
重

な
動
植
物
の
種
の
宝
庫
で
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然

を
保
全
す
る
た
め
、
平
成
19
年
に
西
表

石
垣
国
立
公
園
の
指
定
を
受
け
、
自
然

環
境
の
保
護
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
88
あ
る
星
座
の
う
ち
84
の
星

座
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
本
市
で
は
、

本
年
で
、
15
回
目
を
数
え
る「
南
の
島

の
星
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
全
島
一
斉

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
行
い
、
島
全
体
で
星

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
観
光
資
源
の
一
つ
で

あ
る
こ
の
星
空
の
魅
力
と
価
値
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
国
内
初
の「
星
空
保
護

区
」の
認
定
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

島
の
魅
力
あ
ふ
れ
る 

「
い
し
が
き
」を
目
指
し
て

　

本
市
の
魅
力
は
、
自
然
、
観
光
の
み

な
ら
ず
、
本
市
の
特
産
物
で
あ
る
パ
イ

ン
ア
ッ
プ
ル
も
そ
の
一
つ
で
す
。
平
成

２
年
に
沖
縄
県
は
８
月
１
日
を「
パ
イ

ン
の
日
」と
し
て
制
定
し
ま
し
た
。

　

石
垣
島
は
沖
縄
本
島
に
比
べ
早
い
時

期
に
旬
入
り
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
収

穫
時
期
も
１
カ
月
程
度
早
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
石
垣
島
産
の
パ
イ
ン

を
美
味
し
い
時
期
に
食
べ
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
と
し
て
、
本
市
独
自
で
６
月

１
日
を「
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
の
日
」
に

制
定
し
、
消
費
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
と

し
て
、
石
垣
島
産
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
を

原
料
と
す
る
特
産
加
工
品
づ
く
り
に
向

け
、
商
工
部
門
と
農
政
部
門
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
生
食
用
、
加
工

用
パ
イ
ン
の
生
産
振
興
な
ど
を
通
じ
て

石
垣
島
産
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
の
さ
ら
な

る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
は
年
間
の
平
均
気
温
が
24
℃
と

い
う
温
暖
な
気
候
を
生
か
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
27
年
度
で
は
、
リ
オ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
Ｕ
―

23
サ
ッ
カ
ー
日

本
代
表
合
宿
、
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代

表
の
合
宿
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

の
キ
ャ
ン
プ
、
大
学
野
球
チ
ー
ム
の
合

宿
な
ど
、
着
実
に
実
績
を
積
み
重
ね
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
と
台
湾
の
ラ
ミ
ー
ゴ
モ
ン

日
本
一
幸
せ
あ
ふ
れ
る
ま
ち 

「
い
し
が
き
」を
目
指
し
て

石い
し
が
き垣
市（
沖
縄
県
）�

 

石
垣
市
長
　
中な

か
や
ま山

義よ
し
た
か隆６月から８月がトップシーズンとなる石垣島の特産

品、パインアップル

4
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キ
ー
ズ
の
交
流
戦
で
は
、
台
湾
か
ら
多

く
の
応
援
団
が
本
市
を
訪
れ
、
新
た
な

観
光
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
可
能
性

を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
さ
ら
に
推
進
さ
せ
る
た
め
、

「
石
垣
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の

創
設
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

人
を
も
て
な
す
ふ
れ
あ
い
の

「
い
し
が
き
」を
目
指
し
て

　

本
市
の
入
域
観
光
客
数
は
、
南
ぬ
島

石
垣
空
港
の
開
港
に
伴
い
、
順
調
に
推

移
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
観
光
客
の
増

加
に
向
け
、
本
年
も
引
き
続
き
、
国
内

外
か
ら
の
観
光
客
受
入
基
盤
体
制
の
強

化
と
人
材
の
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

南
ぬ
島
石
垣
空
港
に
お
い
て
は
、
沖

縄
県
と
連
携
し
て
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
の
整
備
拡
充
を
進
め
て
お
り
、
台

湾
や
香
港
な
ど
に
近
い
本
市
の
地
理
的

条
件
を
生
か
し
、
国
際
化
に
対
応
し
た

タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
な
ど
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
圏
域
な
ど

か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
や
定
期
路
線
の

開
設
、
新
規
航
空
会
社
の
参
入
な
ど
を

促
進
し
、
持
続
的
な
観
光
振
興
・
経
済

発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
最
南
端
の
重
要
港
湾
で
あ
る
石

垣
港
は
、
沖
縄
本
島
と
八
重
山
諸
島
を

結
ぶ
八
重
山
圏
域
の
経
済
活
動
を
支
え

る
流
通
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
隣
接
す

る
竹
富
島
や
西
表
島
な
ど
へ
の
離
島
航

路
と
し
て
人
流
・
物
流
の
拠
点
港
と
し

て
の
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
近
年

は
、
台
湾
な
ど
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
が

定
期
的
に
入
港
し
て
お
り
、
平
成
27
年

の
寄
港
回
数
は
84
回
を
数
え
、
客
数
も

20
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
本
年
は
、

１
４
０
回
程
度
の
寄
港
と
い
う
大
幅
な

増
加
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
新
し

い
岸
壁
の
整
備
に
つ
い
て
、
国
と
も
連

携
し
埠
頭
用
地
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
併
せ
て
、
国
内
外
か
ら
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
受
入
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す

の
で
、
観
光
地
の
整
備
、
外
国
語
講
座

の
開
催
な
ど
上
質
な
観
光
地
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に

　

本
年
３
月
に
、
地
方
創
生
に
お
け

る
、
本
市
の
特
徴
を
生
か
し
た
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
同
戦
略
に
盛
り
込
ん
だ

施
策
を
間
隙
な
く
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
全
国
的
に
人
口
減

少
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
本
市
の
人

口
は
増
加
基
調
に
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
離
島
市
に
あ
っ
て
、
人
口
増

加
を
続
け
る
日
本
最
南
端
の
本
市
か
ら

全
国
へ
元
気
を
吹
き
込
む
意
気
込
み

で
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
推
進
し
、「
日
本
一
幸
せ
あ

ふ
れ
る
ま
ち『
石
垣
市
』」の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

日本最南端の重要港湾である石垣港

◆ 

面
積　
　

２
２
９
・
34
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
９
０
５
６
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
３
４
３
７
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
島
の
魅
力
と
人
々
の
活
力

が
奏
で
る
海
洋
・
文
化
交
流
都
市
「
い
し
が

き
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
日
本
最
南
端
に
位
置
す
る
、

青
い
空
と
海
が
輝
き
、
伝
統
文
化
が
息
づ
く

自
然
文
化
都
市

〔
特
産
品
〕
石
垣
牛
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
、

マ
ン
ゴ
ー
、
八
重
山
ミ
ン
サ
ー
、
泡
盛
、
八

重
山
上
布
、
八
重
山
か
ま
ぼ
こ

〔
観
光
〕
川
平
湾
、
玉
取
崎
展
望
台
、
平
久

保
灯
台
、
御
願
崎
、
バ
ン
ナ
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
南
の
島
の
星
ま
つ
り
、
石
垣

島
ま
つ
り
、石
垣
島
マ
ラ
ソ
ン
、と
ぅ
ば
ら
ー

ま
大
会

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

石垣市長

中山義隆

那覇市
石垣市


